
ACTUS ＆ PSS2

道路インフラの⽇常点検管理の省⼒化、低コストを⽬指した



１．地崎道路について

新たな価値創造となる技術⾰新を使命に
都市を結び地域を繋ぎそして未来へつながる道をつくる

事業内容：舗装⼯事、⼀般⼟⽊⼯事

拠 点 ：東京本社、北海道⽀店、東北⽀店、東京⽀店、名古屋⽀店、
⻄⽇本⽀店

繋 が る 道 づ く り は 私 た ち の 誇 り
⾰ 新 は 私 た ち の 使 命

Link the Road



地崎道路の技術

空 港 で ⾃衛隊施設で

北海道の空の⽞関⼝、新千歳空港の⼟⽊施設を
365⽇維持管理する技術 ⾃衛隊航空機の安全を担う設備の設置技術



汚染⼟の浄化 技術開発

油（燃料油等の化⽯燃料）で汚染された⼟壌の浄化技術 産学における技術開発



２．共同研究の背景

① 他 社と の 差 別 化

② ⾃ 治 体 ⽀ 援

③ 技 術 ⼒ 向 上

④ 北 海 道 内 の 舗 装 を 対 象



Ⅰ．イメージアップ

Ⅱ．学官との信頼関係構築

Ⅲ．アピールポイントの向上

① 他社との差別化



Ⅰ．技術者・担い⼿不⾜への対応

Ⅱ．⼈⼝減少社会への対応

Ⅲ．⾃治体の管理道路の多さへの対応

② ⾃治体⽀援



国⼟交通省資料より

我が国の道路統計

・舗装のストック量は増加

・道路修繕費の減少

⾼速道路8,923km(0.7%)
直轄国道23,715km(1.9%)
補助国道31,983km(2.6%)

都道府県道129,721km(10.6%)

市町村道1,030,424km(84.1%)

管理者別道路延⻑
道路統計年報より

・国内の道路の8割以上が市町村道



Ⅰ．当社の技術⼒向上・差別化

Ⅱ．当社職員の技術⼒向上の底上げ

Ⅲ．受注⼒の強化

③ 技術⼒向上



Ⅰ．積雪寒冷地におけるタフな条件

Ⅱ．冬季の舗装状況の変化

Ⅲ．ポットホールのメカニズム

④ 北海道内の舗装を対象



ACTUS&PSSⅡ

■主要機能
・路線模式図の表⽰
・表⽰区間の模式図表⽰．

模式図上にポットホール位置等表⽰
・路⾯性状値のグラフ化
・補修対象区間や補修履歴の表⽰
・地理院地図表⽰
・ポリゴン表⽰
・動画表⽰
・劣化速度算出
・概算修繕費算出

PostgereSQL

PSSⅡメインシステム

道路構造データおよび
維持管理データ

PSS-DBCloud

■主要機能
・IRI計測
・局部損傷⾃動検出

簡易IRI測定装置
ACTUS

（路⾯モニタリング）

加速度センサー

3.ACTUS＆PSSⅡの概要



Advanced Compact 
Telecommunications 
Unwired
accelerometer Syste



-国⼟交通省 新技術情報提供システムより-

ACTUS



-国⼟交通省 新技術情報提供システムより-

ACTUS



2022/1/4 NETIS登録（近畿地⽅整備局）



ACTUS

ACTUSの新技術

⼩型⾞・中型⾞に
装着・測定が可能

取付が容易 オールシーズン
測定可能



PSSⅡ（舗装⽀援管理システム）・路線選択画⾯



PSSⅡ（舗装⽀援管理システム）管理画⾯

路⾯の乗り⼼地(IRI)を
ポリゴン表⽰

動画再⽣で地図および
グラフが同期表⽰

閾値の設定が可能



PSSⅡ(舗装⽀援管理システム)

PSSⅡの新技術

必要な情報を⼀元的に

可視化

補修箇所
選定作業および発注業務の

省⼒化

⾼頻度点検
モニタリングによる

劣化予測



実 証 実 験

2019年12⽉〜2020年3⽉期 間

北海道千歳市内 1級幹線道路 全７路線場 所

10⽇に1度の割合でMPMによる
⾼頻度モニタリング測定⽅法

1. 冬期の路⾯状況変化の推移
2. 冬期のMPM作動状況
3. PSSⅡのシステム構築

実験の狙い

実証実験の概要

実証実験箇所

4.実証実験について



実 証 実 験

冬季の路⾯状況変化の推移

得られた結果

12⽉
1⽉
2⽉
3⽉

⾊別標記

1200~1800の区間で乗り⼼地(IRI)の上昇率が⾼くなっている

IRIの⽉別変化

IRI3.5

IRI8.0

IRI10~20

IRI20以上



冬季の路⾯状況変化の推移

維持修繕の基準IRI値

損傷レベル⼩
(新設舗装と同等レベル)

0以上3mm/ｍ

損傷レベル中
(60km/ｈで⾛⾏すると
半数の⼈が乗り⼼地が悪
いと感じるレベル)

3以上8mm/m

損傷レベル⼤
(10ｍに1箇所へこみが存
在する路⾯、50km/hで
は⾛⾏できない)

8ｍｍ/ｍ以上

IRIの⽉別個数

平成28年10⽉ 国⼟交通省道路局 舗装点検要領より

閾値を8ｍｍ/ｍとすると・・・

12⽉ 6箇所

1⽉ 30箇所

2⽉ 48箇所

3⽉ 78箇所

IRI≦8mm/m



2019年11⽉29⽇測定1回⽬

2019年12⽉10⽇測定2回⽬

2019年12⽉23⽇測定3回⽬

2019年12⽉31⽇測定4回⽬

2020年1⽉10⽇測定5回⽬

2020年1⽉21⽇測定6回⽬

2020年1⽉30⽇測定7回⽬

路⾯測定⽇

ACTUS冬季作動状況

2020年2⽉10⽇測定8回⽬

2020年2⽉20⽇測定9回⽬

2020年3⽉4⽇測定10回⽬

2020年3⽉11⽇測定11回⽬

2020年3⽉19⽇測定12回⽬

2020年3⽉30⽇測定13回⽬

13⽇間全てPMから測定
外気温・着雪の影響による機材トラブル無し



地⽅⾃治体

⺠間企業 ⼤学

PSSⅡ構築

共同研究

⽇程調整

解析データ開⽰

データ解析路⾯計測

データ提供

現地調査

舗装施⼯

システム設計

開発
実証実験

ACTUS

成果報告

提⾔

（地崎道路）

共同研究の相互関係



・データの蓄積・解析
・⾼頻度モニタリングによる劣化予測
・ポットホール発⽣予想
・⽣活道路の広範囲調査を安価で短期に実施

今後の展開




